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海岸 侵食対策事業 

 
1. 概要 

竹ヶ花海岸は、糸魚川市中央に位置し、二級河川海川と前川に挟まれたほぼ直線上の砂礫海岸です。 
背後は、竹ヶ花・大和川集落の人家が連担しており、基幹道路であり生活道路でもある国道 8 号・糸魚川バ

イパスや北陸新幹線及び日本海ひすいラインが平行に走っています。 
当海岸は、日本海の猛烈な外洋波浪が直接来襲する位置にあるため地形変動が激しく、海岸浸食が進ん

だ結果、越波も頻発しています。平成 10 年度から 13 年度にかけて面的防護施設として離岸堤（3 基）を整

備し、海岸侵食及び越波の防止を図ってきましたが、現在もなお砂浜は消失したままです。 
このため、人家への越波被害を防止し、広域交通機能の安全性の確保と民生の安定を図るため、侵食対

策事業により、離岸堤の延伸を行っています。また、離岸堤の延伸後には養浜によって前浜の回復を図りま

す。 
 
事業箇所：糸魚川市大字竹ヶ花地内 
全体計画内容：離岸堤延伸 3 カ所、L=150m 
事業期間：平成 30 年度～平成 34 年度（予定） 
全体事業費：約 4 億円 
 

2. 現在までの状況と今後のスケジュール（予定） 

平成 30 年度 事業着手 
平成 34 年度 事業完了（予定） 
 
 


